
一
九
九
○
年
代
か
ら
世
界
的
に
地
域
経
済
統
合

の
流
れ
が
進
み
、
日
本
も
二
○
○
二
年
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
と
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
を
締
結
し

て
以
降
、
二
国
間
の
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

交
渉
が
急
速
に
進
展
し
て
い
る
。
す
で
に
メ
キ
シ

コ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
チ
リ
、
タ
イ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
は

発
効
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
署
名
が
終
わ
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
と
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
交
渉
中
で
あ
る
。
将
来
ア

ジ
ア
地
域
の
経
済
連
携
、
共
同
体
構
想
を
実
現
す

る
う
え
で
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
不
可
欠
な
手
段
と
な
っ
て

い
る
。

●
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
推
進
要
因
・
体
制

日
本
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
は
一
九
九

○
年
代
ま
で
、
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定

（
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
）・
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に

お
け
る
多
国
間
の
自
由
化
交
渉
を
推
進
し
て
き
た
。

し
か
し
Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
閣
僚
会
議
は
シ
ア
ト
ル
（
一
九

九
九
年
）、
カ
ン
ク
ン
（
二
○
○
三
年
）
と
決
裂

し
て
、
ド
ー
ハ
・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
は
停
滞
し
て
お

り
、
他
方
で
世
界
各
地
に
お
け
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結

は
急
増
し
て
い
た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
第
二
四
条
で
は
、

①
実
質
的
に
す
べ
て
の
貿
易
を
自
由
化
す
る
、
②

妥
当
な
期
間
内
に
自
由
貿
易
を
完
成
す
る
、
な
ど

の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
第
一
条
（
一
般
的

最
恵
国
待
遇
）
の
例
外
と
し
て
、
地
域
貿
易
協
定

を
認
め
て
い
る
。
ア
ジ
ア
諸
国
も
経
済
関
係
の
拡

大
や
経
済
利
益
の
確
保
を
求
め
て
、
二
○
○
○
年

代
に
入
り
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
の
推
進
が
図
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

急
速
に
進
み
つ
つ
あ
る
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
対
応
す
る
た

め
、
各
国
政
府
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
の
方
針
や
戦
略
を

策
定
す
る
と
と
も
に
、
交
渉
体
制
を
整
備
す
る
必

要
に
迫
ら
れ
た
。
政
府
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
推
進
す
る

目
的
や
意
義
、
交
渉
相
手
国
の
選
択
基
準
な
ど
を

決
定
し
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
専
門
に
取
り
扱
う
省
庁
横
断

的
な
委
員
会
、
全
体
お
よ
び
分
野
別
の
交
渉
グ
ル

ー
プ
な
ど
新
た
な
組
織
を
設
置
し
て
い
る
。
ま
た

公
聴
会
の
実
施
や
議
会
に
お
け
る
審
議
な
ど
、
国

民
の
幅
広
い
声
を
取
り
入
れ
る
手
段
と
し
て
新
た

な
制
度
を
設
け
た
国
も
あ
る
。

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
、
各
国
の
政
治

家
、
官
庁
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
、
議
会
、
経
済
団
体

や
業
界
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
、
各
ア
ク
タ
ー
の

相
互
関
係
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
各
ア
ク
タ
ー

は
自
由
化
圧
力
や
経
済
構
造
の
変
化
に
い
か
に
対

応
し
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
政
策
が
決
定
さ

れ
て
い
っ
た
の
か
。
各
国
の
業
界
団
体
や
市
民
団

体
な
ど
の
利
害
関
係
者
は
、
政
策
決
定
過
程
に
お

い
て
、
意
見
表
明
や
政
策
策
定
に
携
わ
る
機
会
が

あ
っ
た
の
か
。
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
を
事
例
に
し
て
、
発発

展
途
上
国
の
政
治
、
行
政
機
構
、
経
済
界
や
産
業

国
の
政
治
、
行
政
機
構
、
経
済
界
や
産
業

構
造
が
ど
の
よ
う
な
変
革
を
迫
ら
れ
、
い
か
に
対

応
し
た
か
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
発
展
途
上

発
展
途
上

国
に
お
け
る
各
国
政
治
経
済
の
制
度
的
枠
組
み
や

各
国
政
治
経
済
の
制
度
的
枠
組
み
や

政
策
決
定
過
程
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、

本
特
集
の
目
的
で
あ
る
。

本
特
集
で
は
各
論
と
し
て
、
ア
ジ
ア
の
タ
イ
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ま
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
メ
キ
シ
コ
、
チ
リ
を
対

象
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
日
本
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
が

す
で
に
署
名
に
至
っ
た
主
要
国
で
あ
り
、
各
国
の

制
度
的
枠
組
み
の
特
徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
事
例

と
し
て
日
本
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
取
り
あ
げ
る
。

●
日
本
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
で
は
、
各
国
と
の
交
渉
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
経
験
を
積
む
た
め
、
次
回
以
降
の
交
渉

に
お
い
て
新
た
な
戦
略
で
臨
む
こ
と
が
で
き
る
。

日
本
が
こ
れ
ま
で
に
締
結
し
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
相
手
国

特
集
に
あ
た
っ
て　

発
展
途
上
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
─
日
本
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
過
程
を
事
例
に

特集／発展途上国の FTA
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茂
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タ
イ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
は
、
一
括
受
諾
方
式

に
お
け
る
双
方
の
交
渉
戦
術
の
違
い
が
、
タ
イ
側

の
態
度
を
硬
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
タ

イ
は
東
南
ア
ジ
ア
の
な
か
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
つ
い
で
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
に
積
極
的
で
あ
る
。
フ

Ｆ
Ｔ
Ａ
の
締
結
に
積
極
的
で
あ
る
。
フ

あ
る
。
フ

る
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
や
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
日
本
が
最
初
の
先

進
国
と
の
交
渉
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
タ
イ
は

す
で
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
交
渉
し
て
お
り
、
一

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
交
渉
し
て
お
り
、
一

括
受
諾
方
式
の
経
験
を
日
本
と
の
交
渉
に
生
か
す

こ
と
が
で
き
た
。
日
本
と
の
交
渉
は
分
野
ご
と
に

協
議
が
行
わ
れ
、
日
本
側
は
農
水
産
分
野
、
工
業

分
野
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
市
場
ア
ク
セ
ス
面
で

譲
歩
を
勝
ち
取
る
た
め
に
経
済
協
力
を
約
束
す
る

と
い
う
戦
術
で
臨
ん
だ
。
し
か
し
タ
イ
側
は
お
互

い
の
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
品
目
で
あ
る
農
産
物
と
鉄
鋼

・
自
動
車
の
取
引
を
主
張
し
て
、
一
方
的
に
工
業

分
野
の
関
税
撤
廃
を
要
求
す
る
日
本
側
の
交
渉
姿

勢
に
反
発
を
強
め
た
の
で
あ
る
。

日
本
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
と
比
べ
て
中
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、

中
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
、

モ
ダ
リ
テ
ィ
を
取
り
決
め
た
後
は
例
外
品
目
を
枠

内
で
自
由
に
指
定
で
き
、
ま
た
相
互
主
義
が
適
用

さ
れ
る
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
物
品
全
体
に
先
立
っ
て

未
加
工
農
産
物
の
関
税
撤
廃
を
前
倒
し
で
実
施
し
、

の
関
税
撤
廃
を
前
倒
し
で
実
施
し
、

を
前
倒
し
で
実
施
し
、

で
実
施
し
、
し
、

早
い
段
階
で
成
果
を
目
に
見
え
る
形
に
し
た
た
め
、

し
た
た
め
、、

中
国
側
の
戦
術
が
功
を
奏
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側

か
ら
は
好
感
を
持
た
れ
て
い
る
。

●
交
渉
戦
術
と
産
業
振
興

日
本
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
を
振
り
返
る
と
、
交
渉
相

手
国
に
お
い
て
大
臣
あ
る
い
は
官
僚
の
い
ず
れ
が

交
渉
の
主
導
権
を
握
る
か
は
国
に
よ
り
違
っ
て
い

る
。
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
閣
僚
が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
の
に
対
し
、
タ
イ
で
は

官
僚
が
準
備
し
た
方
針
を
閣
僚
が
追
認
し
て
い
た
。

ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
官
僚
は
、
企
業
か
ら
圧
力
を

受
け
な
が
ら
も
、
今
回
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
は
産
業

振
興
も
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
メ
キ
シ
コ
の
政
府

交
渉
団
は
業
界
団
体
と
緊
密
な
連
携
を
取
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
は
裏
返
せ
ば
官
僚
の
自
立
し
た
政
策

決
定
能
力
が
弱
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
メ
キ

シ
コ
で
は
官
僚
に
米
国
の
大
学
院
を
卒
業
し
た
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
が
多
く
採
用
さ
れ
、
経
済
自
由
化
政

策
が
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
Ｆ
Ｔ
Ａ
先
進
国
の

メ
キ
シ
コ
で
は
、
国
内
で
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
経

済
効
果
は
出
て
お
ら
ず
、
今
後
は
産
業
競
争
力
を

重
視
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
実
は
こ
の
産
業

競
争
力
の
強
化
こ
そ
が
、
日
本
が
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で

重
視
し
て
き
た
産
業
分
野
の
経
済
協
力
の
大
き
な

柱
で
あ
っ
た
。
マ
レ
ー
シ
ア
や
タ
イ
の
自
動
車
産

業
分
野
に
お
い
て
日
本
側
が
提
示
し
た
人
材
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
、
経
済
協
力
の
今
後
の
進
展
が
、

包
括
性
を
重
視
し
た
日
本
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
実
効
性
を

占
う
試
金
石
と
な
ろ
う
。

（ 

ひ
が
し　

し
げ
き
／
西
南
学
院
大
学
経
済
学

部
教
授
）

［
付
記
］
本
特
集
の
も
と
に
な
っ
た
研
究
成
果
は
、

東
茂
樹
編
『
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
政
治
経
済
学
│
ア
ジ
ア
・

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
七
カ
国
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
』（
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
）
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
。

あ
わ
せ
て
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

で
は
、
メ
キ
シ
コ
が
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
加
盟
し
Ｅ
Ｕ

と
も
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
締
結
す
る
な
ど
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
先
進
国

で
あ
り
、
政
府
交
渉
団
と
業
界
団
体
が
一
体
化
し

た
交
渉
体
制
を
確
立
し
て
い
た
。
メ
キ
シ
コ
の
業

界
団
体
は
企
業
家
を
代
表
す
る
頂
上
組
織
を
設
立

し
て
お
り
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
が
始
ま
る
と
委
員
会
を

発
足
さ
せ
、
業
界
団
体
の
意
向
を
政
府
間
の
交
渉

内
容
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
行
い
、

ま
た
交
渉
に
反
対
す
る
業
界
団
体
に
対
し
て
説
得

工
作
を
展
開
す
る
。
日
本
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
で
は
、

農
産
物
の
輸
出
が
メ
キ
シ
コ
全
体
の
利
益
で
あ
る

と
い
う
方
針
を
貫
き
、
日
本
側
の
不
十
分
な
市
場

開
放
提
案
に
は
妥
結
に
応
じ
な
か
っ
た
。

メ
キ
シ
コ
と
の
交
渉
が
、
製
造
業
部
門
の
要
求

実
現
の
た
め
に
農
業
に
し
わ
寄
せ
が
く
る
と
い
う

構
図
に
な
っ
た
た
め
、
日
本
の
農
林
水
産
省
は
、

新
た
に
「
み
ど
り
の
ア
ジ
ア
Ｅ
Ｐ
Ａ
推
進
戦
略
」

を
打
ち
出
し
、
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
は
協

力
と
自
由
化
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
交
渉
を

進
め
る
方
針
を
掲
げ
た
。
タ
イ
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

で
は
、
こ
の
戦
術
が
実
り
、
農
業
分
野
は
他
の
分

野
に
先
駆
け
て
大
筋
合
意
に
至
っ
た
。

し
か
し
そ
の
反
動
と
し
て
工
業
分
野
に
お
い
て

タ
イ
側
が
強
硬
姿
勢
に
転
じ
た
た
め
、
自
動
車
分

野
に
お
け
る
合
意
内
容
は
、
当
初
の
日
本
の
要
求

か
ら
大
幅
に
後
退
し
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
す
で

に
大
筋
合
意
に
達
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
交

渉
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
日
本
タ
イ
Ｅ
Ｐ
Ａ
の

合
意
水
準
と
の
平
等
な
扱
い
を
求
め
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
側
に
、
日
本
側
が
自
動
車
分
野
で
譲
歩
を
迫
ら

れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

国・地域 貿易割合 交渉・締結状況
シンガポール
メキシコ
マレーシア
チリ
タイ

 2.2
  1.0 
  2.3
  0.7
  3.2

2002 年 11月発効、07年 9月改正
2005 年 4月発効
2006 年７月発効
2007 年 9月発効
2007 年 11月発効

フィリピン
ブルネイ
インドネシア

 1.4
  0.2
  2.6

2006 年 9月署名
2007 年 6月署名
2007 年 8月署名

ASEAN
韓国
GCC
ベトナム
インド
オーストラリア
スイス

12.7
  6.3
  9.1
  0.8
  0.7
  3.3
  0.6

2007 年 8月大筋合意
2004 年 11月交渉中断
2006 年 9月ＦＴＡ交渉開始
2007 年 1月交渉開始
2007 年 1月交渉開始
2007 年 4月交渉開始
2007 年 5月交渉開始

表 1　日本のEPA相手国・地域

（�����������������出所）��������������経済産業����������省資料より筆者作成。
（注）����������� ����������������貿易割合は、2006 年の輸出入総額に占める割合（％）。
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